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　「補助金目当てではなく、本当に活用することができる創業者に利用していただくために」をモットーにプロジェク
トを実施しています。昨年度は会員の皆様（延べ140名）に応募の事前相談業務、施策の広報活動、審査等、幅広いご
協力をいただきました。
　平成25年3月から平成26年2月末までに全3回の応募、6回の締切（先行審査含む）があり、それぞれの広報活動、
募集、審査が終了しました。採択された創業者（168名）は認定支援機関の支援のもと補助事業を実施しています。
兵庫県の採択者の中にはテレビや雑誌等で紹介されたり、デパートの催事に出店された方もいらっしゃいます。
　補助金は事業実施後に補助対象経費についての証憑を確認し、交付される金額が確定します。平成26年6月からは、
採択者に対する確定検査やフォローアップを実施する計画です。協会会員の皆様のご協力お願いいたします。

24年度補正は168件を採択24年度補正は168件を採択

平成24年度補正予算プロジェクト （プロジェクトマネージャー　宇田　名保美）

平成25年度補正予算プロジェクト （プロジェクトマネージャー　藤田　勉）

　本年度の事業につきましては、プロジェクトマネージャー藤田勉、プロジェクト担当者志水功行が運営しています。
また、県協会事務所にて、派遣社員が6月末までプロジェクト業務をサポートしています。
　本事業は平成27年8月末に完了し、完了報告（27年9月末）、確定検査、補助金支払（平成27年11月末）への対
応業務が計画されています。
　書面審査、地域審査の担当者に関しては、当協会会員に対して公募を行い、応募された会員に対する公平性を重視し
て担当依頼を行うことにしています。
　確定検査に関しても、可能な限り同じ方針で対応したいと思います。

補助対象期間終了日

平成26年5月31日

平成26年7月31日

平成26年8月31日

平成26年9月30日

平成26年9月30日

二次

一次

二次

先行

最終

第一回

第二回

第三回

事務局の様子

募集期間

先行締切

最終締切

平成26年2月28日（金）～平成26年6月30日（月）17時（必着）

締切 採択発表

平成26年3月24日（月）17時（必着）

平成26年6月30日（月）17時（必着）

4月下旬

採択件数：12件

8月下旬

創業補助金プロジェクト兵庫県事務局
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　当社は、創業享保元年（1716年）創業の酒造会社で、丹波但

馬地域では、最古の日本酒の蔵元である。江戸時代は「千歳」と

いう酒銘であったが、明治維新の際、もう一つ上を目指す意味を

込めて「萬歳」と酒銘を変更した。昭和29年に法人を設立し、

現当主は11代目となる。

　300年近く酒造り一筋で昔ながらの製法を守り、古来伝わる

純米酒が製造の中心である。また、近年は酒銘を「奥丹波」とし

て売り出したところ、極めて好評を博したため、現在では、すべ

ての酒銘を「奥丹波」として製造・販売している。

カクテル用の純米酒を開発
～山名酒造株式会社（丹波市市島町）～

（平成25年度補正）
中小・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業

採択企業紹介

取り組みの内容

　自家製ハーブ（ミント）を使った日本酒カクテルを製造・販売

する予定であるが、そのためにカクテルのベースとなる独自の酸
持った純米酒を開発する。

　開発予定のカクテル用の純米酒は、ハーブ、甜菜糖（てんさいとう）を入れてソーダで割っても、日本

酒の旨味を感じることができるものである。

　日本酒のトレンドは、かつての雪国系の淡麗タイプから芳醇（コクがある）タイプに変わっており、現

在ではやや酸が多いものが主流になっている。

　ただ、当社が開発を予定している純米酒は、通常とは全く違う酵母を使うため、酸度がきわめて高く、

そのままではやや飲みづらい、言わば酸っぱい酒で

ある。

　さらに、味に複雑味を持たせるため、精米歩合を

80％程度にとどめる予定である（通常の純米酒は、

精米歩合60％（米を約40％削る）前後が主流であ

る）。

　また、開発した純米酒で作ったカクテルは当社で

も提供する予定で、蔵の敷地内に軽食とともにカク

テルを味わえるスペース「蔵カフェ」を開設する予

定である。
山名酒造の蔵人の皆さん

（広報委員会　藤尾　政明）
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